（別表）


別紙

卓越技能者の表彰に係る留意点について

１　技能的職業の範囲等

（１） 本表彰を受けることができる者の従事する職業は、技能的職業であれば、製造業、建設業をはじめ、全ての産業に属する職業が含まれるものであること。

（２） 技能的な側面はあるもののその者の職歴等から総合的に判断して、社会通念上、技術者とみなされる者は、推薦の対象から除外されるものであること。

２　被表彰候補者の推薦に当たっての留意事項

（１） 被表彰候補者として推薦する者（以下「被表彰推薦候補者」という。）の選定にあたっては、広く本制度を周知していただき、該当者の推薦を依頼する等により、従来推薦した職業の者のみならず、広く適格者の把握に努めるものとし、特に周知の方法については、各団体の広報誌等を十分に活用するなど、その効果的な周知を図っていただきたいこと。

（２） 前回までに被表彰推薦候補者として市町村長から推薦のあった者であって、本表彰を受けるに至らなかった者については、真に表彰を受けるにふさわしい者であれば、改めて推薦して差し支えないものであること。

（３） 被表彰推薦候補者の現役性については、特に、高齢者の場合、現役性に問題がある場合が多いので、慎重に事前の調査を行い、現役性のある技能者であるか否かを確認し、現役性に欠ける者の推薦を行うことのないよう留意するとともに、調書（様式第２の２）の「現役性」欄について具体的に記入すること。

（４） 表彰選考の際、職種を４つのグループに分け、それぞれのグループから均等に受賞者を出すよう配慮するようにしたことから、特に、製造業１に着目して積極的に推薦していただきたいこと。
　　　　・「製造業１」（機械・精密機械・電機・電子など）

　　　　・「製造業２」（１以外の食品・衣類・家具・その他業種）

　　　　・「建築関係」（大工・左官・石工・建具など）

　　　　・「その他」（伝統工芸、調理、理美容などのサービス、その他）

（５） 被表彰推薦候補者の推薦に当たっては、業界の規模が小さい、あるいは業界団体としてまとまりに欠ける等から結果として目が届きにくくなっているような職種についても着目して、積極的に推薦していただきたいこと。
（６） 提出期限は厳守のこと。

（７） 被表彰推薦候補者の提出書類については、被表彰候補者の選考審査に当たっての重要かつ唯一の資料であるので、次の点に留意して作成すること。

ア　現住所、本籍、生年月日、氏名（ふりがな）は、必ず住民票で確認すること。

イ　本名簿の記載事項と調書（様式第２の１）の記載事項が相違することのないよう留意
すること。

ウ　「職業部門」欄には、その者の有する技能に関する職種が属する別表に定める職業部
門の番号を記入すること。

エ　全国・東北規模の競技会・展示会等のない職種においても優秀な技能者であることを
判断するため、下記の項目を設けていること。

①同業団体や企業内の技能競技大会などの入賞内容

②同業団体や企業内の優秀技能者としての顕彰内容

オ　「技能の概要」欄は、技能の中で「何が卓越しているか」のみならず、卓越している
技能の内容について具体的に説明いただくとともに、その技能が優れている理由や、
その状況証拠を中心に具体的に、かつ、わかりやすく丁寧に説明すること。
なお、添付書類（技能程度及び功績を立証又は説明することができる資料、写真な
ど）を参照させることによる説明方式は避け、その内容等を簡潔に記載すること。ま
た、添付書類については調書の記載内容の裏付けとなるものであるから、調書との関
連がわかるように整理すること。
カ　「功績・貢献の概要」欄は、候補者の有する技能に基づく産業・社会等への功績・貢
献を中心に具体的に記入し、団体の役員として活動の状況のみ記入することがないよ
うにすること。なお、団体の役職員歴を記載する場合には、団体名、期間、役職名を
記入すること。
キ　作成に当たっては、別添の記載例を参考にすること。
（８） 受賞者については個人情報（氏名、年齢、職種、就業先、技能功績概要、顔写真）を公表するので、別添個人情報公表にかかる承諾書を提出すること。
